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要　旨

　本研究は，2020年 7 － 9 月の間に実施した第 1 回目の調査に協力を得た909名の学生のうち，

2021年 2 － 3 月までの 2 か月間に実施した第 2 回目調査にも協力を得た，北海道内の大学生

141名を対象に分析したものである．

　まず，第 1 回目調査と第 2 回目調査の「居住形態」「アルバイトの稼働状況」「奨学金の受給」

の差を分析するため，χ 2 検定と残差分析を行った．「居住形態」については，「一人暮らしを

していたが，新型コロナウイルスの影響で，今は実家に住んでいる」が 2 回目調査では有意に

少なく，「シェアハウス，親せき宅などで家族以外の他人と暮らしている」が 2 回目調査では

有意に多かった．「アルバイトの稼働状況」については，「大学生の時からしていたが，勤務時

間が減らされている」が 2 回目調査では有意に少なく，「大学生の時からしており，今もほぼ
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Ⅰ．問題と目的

　2019年12月末から確認された新型コロナウ

イルス感染症（COVID-19）の世界的流行か

らすでに 3 年以上経過し，感染状況は現在も

続いている．

　特に2020年 4 月 7 日には全国で緊急事態宣

言が発令され，同年 4 月 6 日に文部科学省か

ら「大学等における遠隔授業の実施に当たっ

ての学生の通信環境への配慮等について（通

知）」が発信され，大学では暗中模索の状況

下で遠隔授業が実施されることとなった．

　北海道新型コロナウイルス感染症対策本部

指揮室によると，第 1 回目調査時期である2020

年 7 － 9 月前後においては，2020年 5 月25日に

緊急事態宣言が解除された．ただ，北海道とし

ては，不要不急の外出自粛（特に札幌市に強く

要請），札幌市との往来自粛，施設の使用・催

物の開催の停止，旧市学校の臨時休業等を要

請している時期であったものの，7 月にはイベ

ント制限が緩和されてきた．第 2 回調査時期で

ある2021年 2 － 3 月前後においては，北海道は

2021年 2 月16日から 2 月28日まで，札幌・小樽

市内の不要不急の外出・往来自粛，札幌市内

全域の飲食店等に時短を要請などしている．

　先行研究を概観すると，大学生の友人や家

族に会えないストレスや外出およびイベントな

どに参加できないストレスは，抑うつと有意な

相関関係が認められず，ストレス反応にはつな

がりにくいことが示唆されている（橋本，

2021）．その一方で，大学生の抑うつや不安は

社会とのつながりが得られないこと，ロックダ

ウンなどの隔離政策によって高まることが示唆

されている（Chen. Et al., 2020）．このように，

外出の要請と抑うつには間には，さまざまな見

解が存在している．

　コロナ禍において大学生の精神的健康自体

が悪化することや，経済的要因や学習環境へ

の懸念が不安や不満に繋がることは，これま

での先行研究で示されており，経済的要因や

遠隔授業で生じる負担により学生の精神的健

康を損なわれる可能性がある．私たちの研究

変わらず勤務している」が 2 回目調査では有意に多かった．「奨学金の受給」については，「大

学生になって初めて奨学金をもらっている」が 2 回目調査では有意に少なく，「その他」が 2

回目調査では有意に多かった．「新型コロナウイルス発生後の経済状況の認知」については，「経

済的にかなり困っている」が 2 回目調査では有意に少なく，「経済的にゆとりがないが困って

はいない」が 2 回目調査では有意に多かった．

　次に，第 1 回目調査と第 2 回目調査の「新型コロナウイルス発生後の経済状況の認知」，「Kessler 

6 scale（K6）」,「Generalized Anxiety Disorder-7（GAD-7）」,「孤独感」の平均値差においての

Welch検定を行った．その結果，「新型コロナウイルス発生後の経済状況の認知」のみ，2 回目調

査のほうが有意に低かった（t＝3.016, df＝205.928, p＝.003, d＝0.241, 95％CI＝［0.055,0.367］）．

　上記からは，2020年 7 － 9 月よりも2021年 2 － 3 月のほうが経済的困り感が減少しており，

アルバイトも通常通り行われていることが示唆されるとともに，大学生の生活が安定してきて

いることが推察できた．
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グループでは，2020年から2022年 9 月現在ま

で，同調査を合計 5 回実施してきており，経

年的変化によるコロナの影響を調べている （飯

田他，2021a；飯田他，2021b）．コロナ禍最初

の2020年 7 － 9 月に，実際に学生がCOVID-19

発生後に抱えた経済的要因及び遠隔授業の負

担感や受講状況と精神的健康との関連につい

て調 査した（飯 田 他，2021a）．その 結 果，

COVID-19発生後に生じた経済的負担感とオン

デマンド型の授業に対する負担感が高い学生

は抑うつや不安（K6とGAD-7）が大きく悪化

することが明らかとなり，その一方で，ライブ

型授業の履修コマ数は抑うつを低減させるこ

とも認められた（飯田他，2021a）．

　Langer ら（2022）によると，2020年11月

にチリ南部の大学生1,577名（女性64.6％，平

均年齢22歳）を対象とした調査で，女性であ

ることや最下層（貧困）であること，パンデ

ミックによる経済的困難になっていることと，

大うつ病エピソード（MDE）も関連が示唆

されており，特にコロナ禍の貧困や経済的困

難が大学生に及ぼす影響を大きいといえる． 

　以上をふまえると，コロナ禍以降，パンデミッ

ク大学生の生活スタイルは一変したが，その

変化とそれがもたらした影響は多面化・遷延

化しており，しかも状況は流動的にさらなる

変化を続けていく．どのような困難がどのよ

うに生じているのかを把握していくためには，

定点的・数量的な調査に加え，流動性を踏ま

えた継続的な調査や，質的調査も必要である．

そして，アフターコロナの学生支援に向けて，

どのような支援施策が必要であるのか，基本

方針となるモデルを構築することが，現在の

大学における学生支援の大きな課題である．

　本報告は，2021年 2 － 3 月に実施した第 2

回調査のデータをもとに考察を行うとともに，

2020年 7 － 9 月に実施した第 1 回目調査との

比較検討を行うものである．

Ⅱ．方　法

1 ．調査協力者と調査時期

　調査協力者は，第 1 回目調査に協力を得た

909名の大学生のうち，第 2 回目調査にも協

力を得た141名であった．

　調査時期は，2021年（令和 3 年）2 － 3 月．

2 ．調査内容

　調査はMicrosoft Formsによってweb上で

行った．第 1 回目調査時に「第 2 回目調査に

協力していただける学生は，メールアドレス

を記載してください」と記した．そして，メー

ルアドレスを記載した学生に，Microsoft 

Formsのリンクを送信した．

　内容については，以下の通りである．

1 ）居住形態や経済状況についての項目

　居住形態については，以下の 5 件法で尋ね

た．「元々実家に住んでいる」，「一人暮らし

をしていたが，新型コロナウイルスの影響で，

今は実家に住んでいる」，「今もアパートやマ

ンションなどで一人暮らしをしている」，「シェ

アハウス，親せき宅などで家族以外の他人と

暮らしている」，「その他」．

　アルバイトの状況について，以下の 4 件法で

尋ねた．「大学生になってからはアルバイトをし

ていない」，「大学生の時からしていたが，勤務

時間が減らされている」，「大学生の時からして

おり，今もほぼ変わらず勤務している」，「その他」．

　奨学金受給状況について，以下の 4 件法で
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尋ねた．「奨学金をもらっていない」，「大学

生になって初めて奨学金をもらっている」，「高

校生の時から奨学金をもらっていて，大学生

になってからももらっている」，「その他」．

　新型コロナウイルス発生後の経済状況の認

知について，平井ら（2015）の主観的経済状

態の指標を参考にして以下の 5 件法で尋ね

た．「経済的にかなりゆとりがある」，「経済

的にまあゆとりがある」，「経済的にゆとりは

ないが困ってはいない」，「経済的に困ってい

る」，「経済的にかなり困っている」

2 ）精神的健康についての項目

　抑うつと不安を測定するためにKessler 6 

scale日本語版（川上ら，2006）6 項目（「まっ

たくない」から「いつも」の 5 件法）を用い

た．全 般 的 な 不 安 を 測 定 す る た め に

Generalized Anxiety Disorder-7日本語版（村

松, 2014）． 7 項目（「まったくない」から「ほ

ぼ毎日」の 4 件法）を用いた．孤独感を測定

するためには孤独感尺度短縮版（Igarashi，

2019） 3 項目（「ほとんどない」から「よく

ある」の 3 件法）を用いた．その他の質問項

目については，本報告では省略する．

Ⅲ．結果と考察

1 ．調査対象者の属性

　対象者の属性については対象者の属性につ

いてはTable 1 からTable 3 に詳細を示した．

「未記載」が20名いることについては，第 1

回目調査のときに記載してもらったメールア

ドレスと第 2 回目調査のときに記載しても

らったメールアドレスの照合が確認できたの

は，121名であり，第 2 回目調査のときにメー

ルアドレスの記載がないデータが20名分あっ

た．第 2 回目調査は，性別と学年，年齢は尋

ねていないことから，この20名分については

Table 1 　性別

Table 2 　学年

1 回目調査 2 回目調査
人数 ％ 人数 ％

女性 530 58.3 87 61.7
男性 362 39.8 32 22.7
その他，答えたくない 15 1.7 2 1.4
未記載 2 0.2 20 14.2
合計 909 100 141 100

1 回目調査 2 回目調査
人数 ％ 人数 ％

1 年生 297 32.7 30 21.3
2 年生 284 31.2 44 31.2
3 年生 199 21.9 32 22.7
4 年生 103 11.3 10 7.1
上記以外 25 2.8 5 3.5
未記載 1 0.11 20 14.2
合計 909 100 141 100
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「未記載」として表記することとした．

2 ．居住形態について

　居住形態は，Table 4 のとおりである．

「元々実家に住んでいる」が44.68％，「今も

アパートやマンションなどで一人暮らしをし

ている」が43.26％と多かった．「一人暮らし

をしていたが，新型コロナウイルスの影響で，

今は実家に住んでいる．」が8.9％であった．

　第 1 回目調査と第 2 回目調査の差を分析す

るため，χ2検定と残差分析を行ったところ，「一

人暮らしをしていたが，新型コロナウイルスの

影響で，今は実家に住んでいる」が 2 回目調

査では有意に少なく，「シェアハウ

ス，親せき宅などで家族以外の他

人と暮らしている」が 2 回目調査

では有意に多かった．

　以上の結果からは，「元々実家

に住んでいる」，「今もアパートや

マンションなどで一人暮らしをし

ている」と回答した学生が多いと

ともに，「一人暮らしをしていた

が，新型コロナウイルスの影響で，

今は実家に住んでいる」と回答した学生が 1

回目調査よりも有意に低かったことから， 2

回目調査時は，実家などに避難等する学生が

少なくなっていることが推察される．

3 ．アルバイトの稼働状況

　アルバイトの状況は，Table 5 のとおりで

ある．「大学生の時からしており，今もほぼ

変わらず勤務している」が46.8％と最も多かっ

た．それに加えて「その他」，「大学生の時か

らしていたが，勤務時間が減らされている」

も含めると， 2 回目調査時において約80％の

大学生はアルバイトに従事していることが示

Table 4 　居住形態

Table 3 　年齢

1 回目調査 2 回目調査 p値

人数 ％ 人数 ％

元々実家に住んでいる 432 47.6 63 44.7 0.52　

一人暮らしをしていたが，新型コロナ 
ウイルスの影響で，今は実家に住んでいる 81 8.9 △ 5 3.5 ▼ 0.03＊

今もアパートやマンションなどで 
一人暮らしをしている 347 38.2 61 43.3 0.25　

シェアハウス，親せき宅などで家族
以外の他人と暮らしている 19 2.1 ▼ 7 5.0 △ 0.04＊

その他 29 3.2 5 3.5 0.83　

合　　計 909 100 141 100

χ2 検定　＊p＜.05　　残差分析：▲　調整済み残差＞1.96　　▽　調整済み残差＜-1.96

1 回目調査 ２ 回目調査

人数 ％ 人数 ％
18歳 178 19.6 12 8.5
19歳 263 28.9 33 23.4
20歳 213 23.4 40 28.4
21歳 127 14.0 20 14.2
22歳 57 6.3 8 5.7
上記以外 37 4 8 5.7
未記載 34 3.75 20 14.1
合計 909 100 141 100
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唆された．

　第 1 回目調査と第 2 回目調査の差を分析す

るため，χ2 検定と残差分析を行ったところ，

「大学生の時からしていたが，勤務時間が減

らされている」が 2 回目調査では有意に少な

く，「大学生の時からしており，今もほぼ変

わらず勤務している」が 2 回目調査では有意

に多かった．

　以上の結果からは， 1 回目調査時の2020年

7 － 9 月に比べて， 2 回目調査時の2021年 2

－ 3 月のほうが，勤務時間を減らされること

がなくアルバイトに従事できていることが示

唆される．コロナ発生が確認されてきた2020

年は，差し迫った経済危機と景気後退への懸

念，社会的疎外，自己隔離，旅行制限などに

より，あらゆる経済セクターで労働力が減少

し，多くの仕事が失われたことから（Nicola 

et al.，2020），この時期における大学生のア

ルバイト稼働は減少していたが，社会経済状

況が少しずつ回復していく中で，第 2 回目調

査時のアルバイト稼働状況も良好になってき

たことが考えられる．

4 ．奨学金受給状況

　奨学金受給状況は，Table 6 のとおりであ

る．「奨学金をもらっていない」が47.5％，「大

学生になって初めて奨学金をもらっている」

が40.4％と多かった．「高校生の時から奨学

金をもらっていて，大学生になってからもも

らっている」が5.7％で，「大学生になって初

Table 5 　アルバイトの稼働状況

Table 6 　奨学金の受給

1 回目調査 2 回目調査 p値

人数 ％ 人数 ％

大学生になってからはアルバイトを
していない 234 25.8 26 18.4 0.06　

大学生の時からしていたが，勤務時
間が減らされている 209 23.0 △ 20 14.2 ▼ 0.02＊　

大学生の時からしており，今もほぼ
変わらず勤務している 317 34.9 ▼ 66 46.8 △ 0.01＊＊

その他 148 16.3 29 20.6 0.21　

合　計 909 100 141 100

χ2検定　＊p＜.05　　＊＊ｐ＜.01　　残差分析：▲　調整済み残差＞1.96　　▽　調整済み残差＜-1.96

1 回目調査 2 回目調査 p値

人数 ％ 人数 ％

奨学金をもらっていない 371 40.9 67 47.5 0.136　

大学生になって初めて奨学金をもらっている 468 51.5 △ 57 40.4 ▼ 0.014＊　

高校生の時から奨学金をもらっていて， 
大学生になってからももらっている 53 5.8 8 5.7 0.939　

その他 16 1.8 ▼ 9 6.4 △ 0.001＊＊

合　　計 908 100 141 100

χ2検定　＊p＜.05　　＊＊ｐ＜.01　　残差分析：▲　調整済み残差＞1.96　　▽　調整済み残差＜-1.96
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めて奨学金をもらっている」と合わせると約

46％の学生が大学で奨学金を受給しているこ

とが分かった．

　第 1 回目調査と第 2 回目調査の差を分析す

るため，χ2 検定と残差分析を行ったところ，

「大学生になって初めて奨学金をもらってい

る」が 2 回目調査では有意に少なく，「その

他」が 2 回目調査では有意に多かった．

　以上の結果からは，「その他」の内訳を尋

ねていないものの，コロナに関する給付金や

大学独自の支援金などを得ている可能性があ

ると思われ，そのような背景によって「その

他」が 2 回目調査時に増加したものと考えら

れる．

5 ．新型コロナウイルス発生前後の学生自

身の経済状況の認知について

　新型コロナウイルス発生後の経済状況の認

知については，Table 7 のとおりである．

　経済的困り群（「経済的にかなり困ってい

る」「経済的に困っている」）は全体の14.2％

であった．経済的ゆとり群（「経済的にかな

りゆとりがある」「経済的にまあゆとりがあ

る」）は全体の26.3％であった．経済的ゆと

りなし・困りなし群は59.6％であった．

　第 1 回目調査と第 2 回目調査の差を分析す

るため，χ2 検定と残差分析を行ったところ，

「経済的にかなり困っている」が 2 回目調査

では有意に少なく，「経済的にゆとりはない

が困ってはいない」が 2 回目調査では有意に

多かった．

　2020年 7 － 9 月に実施した第 1 回目調査の

ときは，経済的困り群は25.5％であったこと

から第 2 回目調査時には第 1 回目調査時と比

べて約10％減少していた．2021年 2 － 3 月時

点において，少しずつ学生の経済的困り感が

少なくなってきていることが認められる．し

かし， 2 回目調査時におけるに経済的困り群

（「経済的にかなり困っている」「経済的に困っ

ている」）が依然として約14％存在すること

から，このような学生への支援方策について

は検討を要するであろう．

6 ．心理尺度について

1 ）Kessler 6 scale（K6）について

　川上ら（2006）によるカットオフ値として，

気分・不安障害（陰性）が 0 ～ 4 点，気分・

不安障害（軽度）が 5 ～ 8 点，気分・不安障

害（中等度）が 9 ～12点，気分・不安障害（重

度）が13～24点に区分されている．

Table 7 　新型コロナウイルス発生後の経済状況の認知

1 回目調査 2 回目調査 p値

人数 ％ 人数 ％

経済的にかなりゆとりある 34 3.7 9 6.4 0.14 　

経済的にまあゆとりがある 193 21.2 28 19.9 0.71 　

経済的にゆとりがないが困ってはいない 450 49.5 ▼ 84 59.6 △ 0.03＊＊

経済的に困っている 179 19.7 20 14.2 0.12 　

経済的にかなり困っている 53 5.8 △ 0 0.0 ▼ 0.00＊＊＊

合　計 909 100 141 100

χ2検定　＊＊p＜.05　　＊＊＊ｐ＜.001　　残差分析：▲　調整済み残差＞1.96　　▽　調整済み残差＜-1.96
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　本調査結果からは，平均値が6.21（SD＝

5.57），α係数は.91であった．また，川上ら

（2006）の分類に従うと，本調査の対象者は，

気分・不安障害（陰性）が66人（46.8％），

気分・不安障害（軽度）が33人（23.4％），

気分・不安障害（中等度）が22人（15.6％），

気分・不安障害（重度）が20人（14.2％）となっ

た．

　2021年 2 － 3 月の時点で，対象学生の約

53％の学生がストレスを抱え，そのうち約

14％の学生は強いストレスによる気分・不安

障害を伴っている可能性がある結果となった．

2 ） Generalized Anxiety Disorder-7（GAD-7）

について

　本研究では村松（2014）にならい， 0 ～ 4

点はなし， 5 ～ 9 点は軽度，10～14点は中等

度，15～21点は重度の症状レベルであると評

価する．

　平均値は4.55（SD＝4.72），α係数は.91で

あった．また，村松（2014）の分類に従うと，

0 ～ 4 点は88人（62.4％），軽度の 5 ～ 9 点

は34人（24.1％），中程度の10～14点は 9 人

（6.4％），重度の症状レベルの15～21点は10

人（7.1％）であった．

　2021年 2 － 3 月の時点で，対象学生の約

13％が大きな不安感を抱えていることが見て

取れる．また，重症レベルである15点以上の

学生が約 7 ％存在し，これらの学生は依然と

して新型コロナウイルス下で強い不安感を抱

えていることが示唆された．

3 ）孤独感について

　平均値は4.80（SD＝1.77），α係数は.80で

あった．孤独感尺度短縮版の日本語版を作成

したIgarashi（2018）の調査（n＝1,020）では，

平均値5.4（SD ＝1.72）であった．Igarashi 

（2018）の対象者には，あらゆる階層や職種

の人間であったものの，本調査より孤独感の

得点が高い．このことから，2021年 2 － 3 月

の時点における大学生の孤独感は必ずしも高

いとはいえない結果であった．

7 ．「新型コロナウイルス発生後の経済状況の

認知」,「Kessler 6 scale（K6）」,「Generalized 

Anxiety Disorder-7（GAD-7）」,「孤 独 感」

の平均値差

　次に，第 1 回目調査と第 2 回目調査の「新

型コロナウイルス発生後の経済状況の認知」,

「Kessler 6 scale（K6）」,「Generalized 

Anxiety Disorder-7（GAD-7）」,「孤 独 感」

の平均値差において Welch 検定を行った

（Table 8 ）．その結果，「新型コロナウイル

ス発生後の経済的困り感」のみ， 2 回目調査

のほうが有意に低かった（t ＝3.016, df ＝

205.928, p ＝ .003, d ＝ 0.241, 95 ％ CI ＝

［0.055,0.367］）．第 1 回目調査と第 2 回目調

査の「Kessler 6 scale（K6）」,「Generalized 

Anxiety Disorder-7（GAD-7）」,「孤 独 感」

についての平均値については，その差が認め

られなかった．

　以上の結果からは， 1 回目調査時の2020年

7 － 9 月に比べて， 2 回目調査時の2021年 2

－ 3 月のほうが，経済的困り感が減少してい

ることが考えられる．大学生全体で見ていっ

た場合は，経済状況の認知における困り感が

減少していることが示唆された．
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Ⅳ．まとめと今後の展望

　本研究は，北海道内の大学生が新型コロナ

ウイルスによる緊急事態宣言が解除された

2021年 2 月から 3 月までの時期を対象に，経

済状況の認知や精神健康面などについての調

査を報告したものである．

　調査の結果としては，2020年 7 － 9 月に実

施された第 1 回目調査と比べると，緊急避難

として実家に住んでいた割合が減少し，また

アルバイトも時短などの影響が少なくなって

きていることがうかがえた．

　また，経済状況の認知に関しても，第 1 回

目調査と比べて，第 2 回目調査時では，有意

に経済的困り感が低くなった．このことから，

大学生全体としてみる場合は，経済的困り感

が低下しているものの，依然として約14％の

学生に「経済的困り感」があることは特筆す

べきことであろう．

　COVID-19パンデミック時の大学生の抑う

つ状態は家族の月収と父親の学歴と関連して

いたことや（Yang N, Yang, 2020 ），家族の

高い月収は，うつ病のリスクが低いことに関

連しており，経済的に不安定な家族の学生は，

う つ 病 や 不 安 の 症 状 を 示 す 傾 向 が あ る

（Daniel.,et al, 2007）．先の見えない感染状況

が続く現在，大学生の経済的困り感へのサ

ポート体制は重要な課題といえる．

　そして，精神的健康においても，依然とし

て13～14％の大学生に強いストレスによる気

分障害や不安障害が認められていることか

ら，学生相談室との連携をはじめとする，学

生に対するきめ細やかな支援体制の構築が求

められるであろう．

　本調査は，第 3 回（2021年 8 － 9 月），第

4 回（2022年 2 － 3 月），第 5 回（2022年 8

－ 9 月）がすでに実施されている．経年変化

を追いながら，アフターコロナを見据えた学

生支援モデルの構築を行っていきたい．
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